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「夢、無限大」感動おばま
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地区が一丸となり、
地域課題の解決に取り組む

地域協働のまちづくり
【今月の題字】遠敷小学校6年生 望

もちづき

月 美
み う

海 さん 【表紙】西津地区シルバーカフェでオバマージャンを楽しむ参加者
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住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
で
は
、
第
５
次
総
合
計
画
で
「
地

域
力
を
結
集
し
た
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
、
住
民
参
加
型
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
は「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

が
組
織
さ
れ
、
多
く
の
地
域
住
民
が
参

画
し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
、
地
域

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
地
域
課
題
を
解
決

　
「
各
種
団
体
間
の
連
携
が
取
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
」、「
住
民
の
意
識
が
変

わ
っ
て
き
た
」
と
の
成
果
が
あ
る
一

方
、
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
や
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
と
い
っ
た
課
題
も
出
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
さ
ら
な
る
参
画
・
協

力
が
必
要
で
す
。

　

地
域
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
地
域

一
丸
と
な
り
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
は

　
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
は
、
地
域

課
題
の
解
決
や
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活

動
を
行
う
地
区
単
位
の
組
織
で
す
。

　

区
長
会
を
は
じ
め
、
各
種
団
体
、
地
域

住
民
ら
で
組
織
さ
れ
、
公
民
館
を
拠
点
に

地
域
づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
、
地
区
の
人
口
規
模
に
応
じ
た

交
付
金
が
交
付
さ
れ
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
や
防
災
訓
練
な
ど
の
「
防
災
」
に
関
す

る
こ
と
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
環
境
美
化

な
ど
の
「
環
境
整
備
」
に
関
す
る
こ
と
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
な

ど
の
「
健
康
づ
く
り
」
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
地
区
の
実
情
に
即
し
た
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【目的】
　・地域課題の解決
　・まちづくりの推進

市

まちづくり協議会

区長会

老人クラブ

PTA

体育協会

消防団 など

そのほか地域
の 各 種 団 体

地域住民

協働・連携

交付金

※「協働のまちづくり」のイメージ図

【特集】地域協働のまちづくり

地域協働のまちづくり

市民協働 BOX vol.34

地区が一丸となり、地域課題の解決に取り組む　

■問い合わせ　市民協働課☎ 64・6009　

▼ 協働のまちづくり ▼

　「協働」とは、将来の夢に向かって、わ

たしたちの小浜をよくするため、市民・団

体・事業者・行政が対等な立場で、互いに

知恵や力を出し合い、責任を共有しながら、

協力して活動することです。

　まちづくりにおいて、この「協働」によっ

て事業を行うことは、目的ではなく手段に

すぎません。

　市民・団体・行政・事業者が、地域の課

題を解決するため、それぞれの特性を生か

しながら一丸となって取り組むことで、共

通の夢や目標を実現していくこと、これが

「協働のまちづくり」です。

▼ 目 的 ▼

　少子高齢化や人口減少、地域コミュニ

ティの希薄化、産業・雇用環境などの社会

環境が激変する中で、わたしたちの生活や

価値観は急速に変化し、市民のニーズは多

様化・高度化しています。

　また、地域が抱える課題もさまざまであ

り、これらに対応するには、「地域力を高め、

結集すること」が必要です。

　より多くの地域住民が参画し、自ら地域

の課題について考え、地域資源を生かした

地域づくりに取り組む「地域協働のまちづ

くり」が、各地区の持続的な発展につなが

り、ひいては小浜市全体の活性化にもつな

がります。

▼ これからのまちづくり ▼

　本市では、これまでの地域活動を通じて

培われた地区単位の地域コミュニティを基

本に地域協働のまちづくりを進めていくこ

とが、小浜市の特色を活かした取り組みに

つながると考えています。

　そのため、公民館を拠点とした地域協働

のまちづくりを推進しています。

　今後、まちづくり協議会が目指す姿を描

いた「中・長期的な地区のビジョン」を各

地区で策定し、そのビジョンに基づいた地

域づくりを進めていきます。

　市では、11 月 29 日に、県の「集落活性化

支援事業」の助成を受け、協働のまちづくりの

担い手育成のための研修会を開催しました。

　まちづくり協議会のメンバーなど約８０人が

参加し、先進地の事例から、地域のさまざまな

団体が協力して地域の課題解決に取り組む手法

などについて学びました。

　市では今後も、このような研修会を通して、

担い手の育成に努めたいと考えています。

　　協働のまちづくりを進めるために・・・

まちづくり研修会の様子



case.3 今富

公民館を「コミュニティセンター」に移行するため、検討を重ねています
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西
津
地
区
で
は
、
各
種
団

体
が
連
携
し
て
、
安
全
安
心

な
地
域
づ
く
り
や
住
民
の

親
睦
を
図
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
シ
ル
バ
ー
カ
フ
ェ

や
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
、
地

域
や
世
代
を
超
え
て
参
加
で

き
る
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
こ

れ
ま
で
接
点
の
な
か
っ
た
住

民
に
交
流
が
生
ま
れ
る
な

ど
、
互
い
に
顔
の
見
え
る
関

係
が
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
活
性
化
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

国
富
の
郷
づ
く
り
協
議

会
で
は
、
各
種
団
体
の
代

表
や
、
女
性
や
若
手
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
や
農
業
に
関
す
る
事
業

案
や
、
女
性
参
画
や
小
学

校
跡
地
利
用
と
い
っ
た
課

題
な
ど
、
非
常
に
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
い
た
だ
い
た
意

見
を
参
考
に
、
み
ん
な
が
や

り
が
い
を
持
っ
て
参
加
・
参

画
で
き
る
郷
づ
く
り
に
取
り

組
み
、「
住
ん
で
よ
し
、
訪

れ
て
よ
し
」
の
国
富
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

西
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
　
会
長  

宮み
や
が
わ川 

正ま
さ
ゆ
き行 

さ
ん
（
71
歳
・
板
屋
町
）

西津

国富

   〜 自分たちのまちは   自分たちでつくる ! 〜

　通学路に狭い道路や歩道のない道路が多く
て危険。子どもたちが安心して通学できるよ
うにしたい。

　見通しが悪い交差点や、自動車が速度を出し
がちな場所などを地図で示した「通学路ヒヤ
リハットマップ」を作成し、住民に配布。ま
た、減速を促す電柱幕を通学路に設置するな
ど、地域住民に交通安全の注意喚起を実施。

交
流
を
生
み
、
顔
の
見
え

る
関
係
づ
く
り
を

国
富
の
郷
づ
く
り
協
議
会
　
会
長  

森も
り 

喜き

た

ろ

う

太
郎 

さ
ん
（
62
歳
・
熊
野
）

意
見
を
出
し
合
い
、
や
り

が
い
持
て
る
郷
づ
く
り
を

　　　　　　 　　             地域課題の解決に取り組む          まちづくり協議会の事例を紹介します  

本年度に結成された、２つの協議会会長に意気込みを聞きました
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
は

　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」

と
は
、
従
来
の
公
民
館
の
機
能
に

加
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

連
携
し
た
地
域
づ
く
り
活
動
の
機

能
を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。

な
ぜ
移
行
が
必
要
な
の
？

　

公
民
館
は
、「
社
会
教
育
、
生

涯
学
習
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民

の
学
習
活
動
あ
る
い
は
文
化
活
動

に
寄
与
す
る
た
め
の
施
設
」
と
法

律
（
社
会
教
育
法
）
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
な

ど
に
伴
い
、
生
涯
学
習
の
場
と
し

て
の
機
能
に
加
え
て
、
地
域
づ
く

り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
役
割
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

移
行
す
る
こ
と
で
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
効
果
的
に
行
う
た
め

の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
、今
後
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
地
域
課
題

の
解
決
に
つ
な
が
る
活
動
に
取
り

組
み
や
す
く
な
り
ま
す
。

移
行
の
メ
リ
ッ
ト

　

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
で
施
設
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
活
動
の

幅
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
公
民
館
で
は
実
施
で

き
な
い
有
料
の
催
し
（
地
域
発
展

に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
や
介
護
予

防
等
の
事
業
、
地
産
品
の
物
販
な

ど
）
も
、
移
行
に
よ
り
可
能
に
な

り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会

　

平
成
30
年
８
月
に
、
学
識
経
験

者
な
ど
を
含
む
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
検
討
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
、
現
在
、
議
論
を
重
ね
て
い

る
段
階
で
す
。

　

今
後
は
、
運
営
の
方
法
や
担
う

業
務
、
職
員
の
体
制
や
待
遇
な
ど

に
つ
い
て
、
先
進
地
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
を

行
い
、
地
区
説
明
会
な
ど
を
開
催

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得

て
か
ら
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

交
通
安
全

通学路ヒヤリハットマップ

case.1 中名田

　山や川が近く、自然災害の脅威が身近にあ
るため、地域を守る体制づくりが必要だと感
じている。

　市内で初めて、地区単位での自主防災組織を
結成し、防災活動に取り組む。台風時に公民館
を本部にした情報収集や安否確認、平時の原子
力災害対策として広域避難訓練や避難マップ作
成などを実施。

地
域
防
災

自主防災組織による災害対応

取
り
組
み

【特集】地域協働のまちづくり

課
題

case.2 内外海・加斗

　観光客や釣り客が多く、捨てられたゴミが
景観や環境を悪くしているため、地域をきれ
いにしたい。

　従来のウオーキングイベントに、地区内の清
掃活動を組み合わせた「クリーンアップウオー
キング」を開催。既存イベントを利用したこと
で多数の参加者を確保し、健康増進と環境美化
を同時に推進。

環
境
美
化

クリーンアップウオーキング（内外海）

取
り
組
み

課
題

取
り
組
み

課
題

　増えつつある休耕田や耕作放棄地を有効活
用することで、地区外からも人を呼び込んで
地域を活性化したい。

　「花の里みやがわ」をテーマに、休耕田を活
用した広大なひまわり畑が夏の風物詩に。小浜
市を訪れる観光バスのルートに組み入れられる
など、市内外から多くの人が訪れ、地域活性化
に寄与している。

地
域
活
性
化

休耕田を活用したひまわり畑

取
り
組
み

課
題

case.4 宮川

F ocus



償却資産の申告を行っていますか？
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20 歳になったら

国 民 金年

■問い合わせ　市民福祉課☎ 64・6018

　日本国内に住所がある 20 歳以上 60 歳未満の人は国民年金に加
入する義務があります。年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の
安定を損なう〝万が一〟の事態に備えて、保険料を出し合い、お
互いを支え合う制度です。
　20 歳になったら、忘れずに国民年金に加入しましょう。

１

２

３

４

５

加入の手続きは？

20 歳の誕生月の前月に、「国民年金被保険者
資格取得届」が送られてきます。必要事項に、

記入・押印のうえ、市民福祉課 2 番窓口（市役
所 1 階）に提出してください。

保険料はいくら？　支払う方法は？

国民年金保険料は、月額 16,340 円（平成 30
年度）です。
支払いは、現金払い（納付書）のほか、口座振替

で支払うこともできます。
口座振替は、現金払い（納付書）に比べて、前
納割引の割引率が高くお得です。

保険料の支払いが難しい場合は？

20 歳になり、所得が少なく保険料を納めるこ
とが困難な人は、納付猶予制度や学生納付特
例制度などの保険料免除制度を利用すること
ができます。手続きは、市民福祉課 2 番窓口か

最寄りの年金事務所で行ってください。
※学生納付特例制度の申請には、在学証明書の
　原本または学生証の両面の写し（在学予定期
　間が記載されているもの）が必要です。

特例・猶予期間の年金はどうなるの？

特例・猶予制度を受けた期間は、本来 10 年以
上必要である保険料支払い期間（受給資格期
間）に含まれますが、将来もらう年金額の計
算には含まれません。
その期間分の年金を将来もらうためには、追
納制度を利用して、後から保険料を支払うこ
とになります。

◆追納制度とは…
特例・猶予期間の保険料は、10 年以内であれば、
古い期間から順に納付できます。
追納する保険料額は、特例・猶予などの承認を
受けた期間の翌年度から起算して、3 年度目以
降に追納する場合は、経過期間に応じた加算額
が上乗せされます。

加入しなかったり、保険料が未納になったりすると…？

ケガや病気などで障がいが残った場合、受給
できるはずの障害年金がもらえない、受給資
格期間が足りないため老後に年金がもらえな
いなどの問題が発生します。

20 歳になったときだけではなく、仕事をやめ
たときや、配偶者の扶養から外れたときなども、
忘れずに国民年金への加入手続きを行ってくだ
さい。

　固定資産税は、土地や家屋のほかに償却資産
（事業用資産）についても課税の対象となります。
　この償却資産の課税については、申告制度が
とられており、市内に償却資産を所有している
法人・個人は、毎年 1 月 1 日現在の資産の状況
等を、資産の多少にかかわらず、1 月 31 日まで
に申告しなければなりません。

　会社や個人で、工場や商店などを経営してい
たり、農業によって収入を得ていたりするなど、
事業を行っている人が、その事業のために用い
る資産（構築物・機械・器具・備品など）のうち、
法人税または所得税法の規定による所得の計算
上損金または必要な経費に参入できるものを指
します。

喫　茶
飲食業

テーブル、いす、陳列ケース、カウンター、レジスター、電子レンジ、冷凍機、製氷機、厨房用品、

テレビ、ジュークボックス、ステレオ、放送設備、クーラー、ストーブ、冷蔵庫、日よけ、看板、門、

塀、駐車場舗装路面、各種自動販売機など

理　容
美容業

理容いす、シャンプーいす、洗面設備、湯沸かし機、タオル蒸し器、研磨機、ドライヤー、美顔機、ヘアー

スチーマー、エアコン、鏡、テレビ、ステレオ、看板、レジスター、待合いす、テーブル、陳列ケー

ス、サインポールなど

農　業
育苗ハウス、施設園芸用ハウス、たい肥盤、乾燥機、もみすり機、育苗機、温室管理装置、野菜・

花
か き

卉収穫調整機具、アタッチメントなど

食肉・鮮魚
販売業

肉切機、切断機、ハムスライサー、ミートスライサー、ミンチ機、フライヤー、冷凍機、冷凍冷蔵庫、

ロースター、電子オゾン、動力設備、冷凍ケース、陳列ケース、電子はかり、調理台、レジスター、クー

ラー、看板など

申 告は義務 償 却資産とは？

■問い合わせ　税務課☎ 64・6004

主 な償却資産の例（主要な業種別）

※ただし、次の資産は固定資産税の償却資産の対象になりません。
　■土地・建物（固定資産税の「家屋」として課税されているもの）　
　■自動車など（自動車税・軽自動車税の対象となるもの）　
　■無形減価償却資産（漁業権、特許権など）
    ■使用可能期間が 1年未満の資産　　　 　
　■取得価格が 10万円未満の資産で、一時に損金算入されたもの（少額償却資産）
　■取得価格が 20万円未満の資産で、３年間で一括して均等償却されたもの（一括償却資産）

市では、償却資産制度の周知と申告の勧奨のため、事業を行っている法人・
個人に申告書を送付しています。
申告の必要がある場合は、申告書に同封の手引きなどを参考に、期日ま
でに申告書の提出をお願いします。
※不明な点は、税務課（課税グループ）まで問い合わせてください

償却資産（固定資産税）申告の適正化に取り組んでいます
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市と福井県立大、KDDI の 3 者が連携協定を締
結。地域の活性化に取り組む（市庁舎・12 月 5 日）

市指定文化財などをもとにした企画展「幕末小
浜藩」を開催（若狭図書学習センター・11月24日）

今富小学校児童が総合学習の一環で南川へサク
ラマスの稚魚を試験放流（南敷・11 月 27 日）

「健やかふるさと料理の会」で減塩に配慮した伝
承料理の数々に舌鼓（今富公民館・11 月 18 日）

３年生 12 人が新
しん

田
でん

ごぼう栽培の協力農家にごぼう料
理をふるまい感謝を伝える（口名田小学校・12 月 5 日） 第 26 回「若狭小浜第九演奏会」が開催。市民らによる

合唱団員ら約 80 人が第九を披露（文化会館・12 月 9 日）

北陸新幹線を生かしたまちづくりを考える市民集
会「新幹線講座」を開催（働く婦人の家・11 月 23 日）

ICT を活用しサバ養殖の効率化を加速

激動の時代を生きた偉人の思いに迫る

放流を契機に環境保全を

伝承料理で健康増進

感謝を込めてごぼう料理でお返し 若狭の空に高らかに響かせる

コウノトリ舞うふるさと目指して

みんなで考える新しいまちづくり

Photo フォトニュース

News国富小学校が「全国野生生物保護実績活動発表大会」で環
境大臣賞を受賞。同校で報告会を開催（次吉・11 月 28 日）

市と韓国慶州市の若手美術作家らが相互の理解
を深めるため交流展を開催（後瀬町・11 月 25 日）

芸術で育む日韓姉妹都市交流

若狭高校が開発した「サバ醤油味付け缶詰」が
JAXA の宇宙日本食に認証（若狭高校・11 月 12 日）

入館者が 350 万人を突破

つながれ「鯖街道」  宇宙まで

冬の風物詩・若狭かれいを皇室に献上するため約
3000 匹の中から 75 匹を厳選（魚商会館・11 月 19 日）

最高の逸品を献上

食文化館の 350 万人目の入館者となった近江八幡
市の夫婦に記念品を贈呈（食文化館・11 月 30 日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP https://www1.city.obama.fukui.jp/ 

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

くらしの情報
まちの駅「旭座」イベント情報

※ 1月予定の主なものをお知らせします

お
知
ら
せ■七代目笑福亭松喬  襲名披露一門会

　▶とき　1 月 13 日㊐ 14 時〜

　▶演目　「初天神」「高津の富」

　▶出演　笑
しょうふくてい

福亭松
しょきょう

喬、笑
しょうふくてい

福亭喬
きょうじゃく

若、笑
しょう

　　　　　福
ふ く て い

亭喬
きょうすけ

介

　▶料金　2,000 円（自由席）

　問メガネの正視堂☎ 53・0878

■丸山桂里奈トークショー

　テレビ番組でおなじみの、元サッカー

　日本女子代表の丸
まるやま

山桂
か り な

里奈さんをゲス

　トに迎え、トークショーの形で公開講

　演会を開催します。

　▶とき　1 月 23 日㊌ 18 時〜

　▶出演　丸
ま る や ま

山桂
か り な

里奈さん（タレント）

　▶料金　無料（整理券が必要）

　※整理券は小浜商工会議所とまちの駅

　　総合案内所で配付中

　問小浜法人会事務局☎ 52・1040

イ
ベ
ン
ト

くらしの情報

▼
と
き　

１
月
３
日
㊍
13
時
15
分
〜

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

市
か
る
た
協
会
「
沖
の
石
」
主

　

催
に
よ
る
か
る
た
始
め

※
観
覧
自
由

か
る
た
始
め

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

▼
と
き　

1
月
15
日
㊋
12
時
20
分
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
市
民
ホ
ー
ル（
大
手
町
）

▼
内
容　

若
狭
尺
八
都と

ざ
ん山
会
に
よ
る
演
奏

▼
料
金　

無
料

つ
き
イ
チ
「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

▼
と
き　

1
月
19
日
㊏
14
時
〜

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
（
大
手
町
）

▼
内
容　

心
の
い
き
い
き
健
康
講
座
〜
ス

　

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
生
き
方
を
し
よ
う
〜

▼
と
き　

２
月
３
日
㊐
９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家
（
大
手
町
）

▼
内
容　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、活
動
展
示
、

　

佐さ

く

ま
久
間
レ
イ
さ
ん
（
声
優
・
歌
手
）
に
よ

　

る
人
権
講
演
会
、お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
男
性
も
気
軽
に
来
場
し
て
く
だ
さ
い

▼
講
師　

長な
が
い井
麻ま

き

え
希
江
さ
ん
（
敦
賀
市
立

　

看
護
大
学
教
授
）

▼
料
金　

無
料

※
申
し
込
み
は
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

第
５
回
成
人
大
学
講
座

婦
人
の
つ
ど
い

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

■問い合わせ
　市立図書館（白鬚）
　☎ 52・1042

しりつとしょかん おはなしかい

とき　1 月 12 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　② 3 歳以上向け

市立図書館４階に、中学生・高
校生限定の学習スペースを設け
ました。勉強したい学生の皆さ
んは、気軽に利用してください。

※利用にあたっての詳細は、問
　い合わせてください

中学生・高校生のための
学習スペースを開放します

おばま児童文学会「風夢」の
おはなし会

とき　1 月 26 日㊏ 11 時〜

■今月のイベント

市立図書館からのお知らせ

６
次
産
業
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

公
開
講
座
「
県
大
で
学
ぼ
う
」

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
３

農
林
水
産
課
☎
64
・
６
０
２
４

農
林
水
産
課

▼
と
き　

1
月
22
日
㊋
14
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

庁
舎
４
階
大
会
議
室（
大
手
町
）

▼
対
象　

市
内
の
食
を
担
う
人
や
食
に
関

　

心
が
あ
る
人
（
新
規
就
業
予
定
者
を
含

　

む
市
内
の
農
林
漁
業
者
や
事
業
者
、
支

　

援
機
関
の
人
な
ど
）

▼
内
容　

広
告
の
効
か
な
い
時
代
の
Ｐ
Ｒ

　

手
法
〜
な
ぜ
里
山
十
帖
は
稼
働
率
90
％

　

を
達
成
で
き
た
の
か
〜

▼
講
師　

岩い
わ
さ佐
十と

お
る良
さ
ん
（（
株
）
自
遊

　

人
代
表
取
締
役
）

▼
料
金　

無
料

▼
申
込
期
限　

１
月
18
日
㊎

※
事
前
に
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、
席
を
確

　

保
し
ま
す
。
当
日
参
加
も
可
能

　

狩
猟
を
行
う
に
は
、
狩
猟
免
許
試
験
に

合
格
し
、
県
へ
の
狩
猟
者
登
録
が
必
要
で

す
。
次
の
と
お
り
、
狩
猟
免
許
試
験
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

3
月
3
日
㊐
９
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ

　

ス
（
永
平
寺
町
）

▼
対
象　

県
内
に
住
所
を
有
す
る
人
（
条

　

件
あ
り
）

▼
種
類　

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
１
種
銃
猟
、

　

第
２
種
銃
猟

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
㊍

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　

県
立
大
学
と
市
で
は
、
コ
ウ
ギ
ク
普
及

に
向
け
た
活
動
や
研
究
の
成
果
な
ど
を
紹

介
す
る
公
開
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
２
日
㊏
17
時
〜
18
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

　
（
学
園
町
）

▼
内
容　

菊
が
体
を
健
康
に
す
る
？
「
コ

　

ウ
ギ
ク
」
の
健
康
成
分

▼
講
師　

村む
ら
か
み上
茂し

げ
る

さ
ん
（
県
立
大
学
生
物

　

資
源
学
部
教
授
）、
橋は

し
も
と本
翔し

ょ
うさ
ん
（
小

　

浜
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

▼
定
員　

30
人
※
ど
な
た
で
も
参
加
可

▼
料
金　

無
料

▼
申
し
込
み
　
県
立
大
学
小
浜
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎️
52
・
６
３
０
０
ま
で
電
話
で
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ

小
学
生
・
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

市
民
ス
テ
ィ
ッ
ク
リ
ン
グ
大
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
53
・
０
０
６
４

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
53
・
０
０
６
４

▼
と
き
　
１
月
12
日
㊏
〜
３
月
9
日
㊏
の

　

毎
週
土
曜
日
（
１
月
26
日
㊏
は
除
く
）

　

い
ず
れ
も
９
時
30
分
〜
11
時

▼
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
（
後
瀬
町
）

▼
対
象
　
小
学
１
〜
４
年
生
と
保
護
者

▼
定
員
　
先
着
20
人

▼
参
加
費
　
１
人
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
１
月
10
日
㊍
ま
で
に
生
涯

　

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で

▼
と
き
　
２
月
9
日
㊏
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
　
小
浜
公
民
館
（
日
吉
）

▼
対
象
　
原
則
と
し
て
市
民

▼
定
員
　
先
着
12
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
３　

人
編
成
、
４
人
ま
で
登
録
可
）

▼
参
加
費
　
１
チ
ー
ム
３
０
０
円

▼
申
し
込
み
　
２
月
１
日
㊎
ま
で
に
生
涯

　

学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で

ス
キ
ー
教
室

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

▼
と
き
　
２
月
３
日
㊐
９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ
　
今
庄
３
６
５
ス
キ
ー
場
（
南

　

越
前
町
）

▼
対
象
　
小
学
生
〜
一
般
（
レ
ベ
ル
に
よ

　

っ
て
ク
ラ
ス
を
分
け
ま
す
）

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
０
円
（
リ
フ
ト

　

券
・
レ
ン
タ
ル
代
な
ど
別
途
必
要
）

▼
申
し
込
み
　
１
月
20
日
㊐
ま
で
に
市
ス

　

キ
ー
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

a

　

kasaski.web.fc2.com
/

）に
て
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
同
連
盟
事
務
局
☎️
52
・
３
４

　

２
９
ま
で

組
屋
家
文
書（
市
指
定
文
化
財
）

「
山
中
橘
内
書
状
」
を
修
理

文
化
課
☎
64
・
６
０
３
４

　
（
公
財
）
朝
日
新
聞
文
化
財
団
の
文
化
財

保
護
助
成
で
、「
山や

ま
な
か中
橘き

つ
な
い内
書
状
」
を
修
理

し
ま
し
た
。
豊と

よ
と
み臣
秀ひ

で
よ
し吉
の
唐
入
り
構
想
を
記

し
た
貴
重
な
歴
史
資
料
で
、
組く

み
や屋
家け

の
屏
風

の
下
張
り
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
書
状
を
伴ば

ん

信の
ぶ
と
も友
が
見
出
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
す
。

商
工
観
光
課

特
定
最
低
賃
金
の
改
定

福
井
労
働
局
☎
０
７
７
６
・
22
・
２
６
９
１

　

県
内
の
特
定
の
業
種
で
働
く
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る「
特
定
最
低

賃
金
」が
12
月
24
日
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
県
内
の
特
定
最
低
賃
金（
時
間
額
で
カ
ッ

　

コ
内
は
改
定
前
）

・
紡
績
業
、
化
学
繊
維
、
織
物
、
染
色
整

　
理
業　

８
０
４
円
（
７
８
０
円
）

・
繊
維
機
械
、
金
属
加
工
機
械
製
造
業

　
８
５
９
円
（
８
４
４
円
）

・
電
気
機
械
器
具
製
造
業　

８
４
０
円

　
（
８
２
０
円
）

・
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー　

８
１
０
円

　
（
８
０
５
円
）
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市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

不動産の相続登記はお早めに！

■問い合わせ  福井地方法務局小浜支局☎ 52・0238

図
書
館
職
員
（
非
常
勤
）

家
庭
相
談
員
（
非
常
勤
）

市
立
図
書
館
☎
52
・
１
０
４
２

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

募
集

▼
職
務　

窓
口
な
ど
図
書
館
運
営
業
務
全
般

▼
資
格　

司
書
免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
、
土
日
出
勤
が
で
き
る
人

▼
募
集　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
37
時
間
30
分
）

　

※
時
差
出
勤
に
よ
る
変
則
勤
務

▼
勤
務
先　

市
立
図
書
館
（
白
鬚
）

▼
報
酬　

月
額
15
万
４
５
０
０
円

▼
試
験
日　

２
月
上
旬
予
定

▼
選
考
方
法　

作
文
、
面
接

▼
申
込
期
限　

１
月
24
日
㊍

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込

　

み
後
、
市
立
図
書
館
に
履
歴
書
を
提
出

▼
職
務　

家
庭
児
童
と
福
祉
に
関
す
る
相

　

談
・
援
助

▼
雇
用
期
間　

２
月
23
日
〜
３
月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
９
時
〜
17
時
15
分
）

▼
勤
務
先　

子
ど
も
未
来
課
（
市
庁
舎
）

▼
申
込
受
付　

随
時

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込

　

み
後
、
子
ど
も
未
来
課
に
履
歴
書
を
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

保
育
士
（
非
常
勤
）

延
長
保
育
支
援
員
職
員（
非
常
勤
）

衛
生
管
理
所
事
務
員
（
非
常
勤
）

生
活
困
窮
者
相
談
支
援
員（
非
常
勤
）

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

環
境
衛
生
課
☎
64
・
６
０
１
６

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

▼
職
務　

保
育
士
・
保
育
士
補
助

▼
資
格　

【
保
育
士
】
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
、
ま

　

た
は
平
成
30
年
度
中
に
資
格
取
得
見
込

　

み
の
人

【
保
育
士
補
助
】
子
育
て
経
験
の
あ
る
人
、

　

興
味
の
あ
る
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
37
時
間
30
分
）

　

※
時
差
出
勤
に
よ
る
変
則
勤
務

▼
勤
務
先　

市
内
の
公
立
保
育
園

▼
申
込
受
付　

随
時

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込
み

　

後
、
子
ど
も
未
来
課
に
履
歴
書
を
提
出

　
（
有
資
格
者
は
、保
育
士
証
の
写
し
も
提
出
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
職
務　

一
般
保
育
業
務
補
助

▼
募
集　

若
干
名

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

①
15
時
15
分
〜
18
時
30
分

　
（
う
ち
２
時
間
45
分
）、②
16
時
15
分
〜
19
時

▼
勤
務
先　

市
内
の
公
立
保
育
園

▼
申
込
受
付　

随
時

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込

　

み
後
、
子
ど
も
未
来
課
に
履
歴
書
を
提
出

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
職
務　

事
務
全
般

▼
資
格　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
26
時
間
45
分
）

▼
勤
務
先　

衛
生
管
理
所
（
荒
木
）

▼
報
酬　

月
額
10
万
３
０
０
０
円

▼
試
験
日　

２
月
上
旬
予
定

▼
選
考
方
法　

面
接

▼
申
込
期
限　

１
月
25
日
㊎

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込

　

み
後
、
環
境
衛
生
課
に
履
歴
書
を
提
出

▼
職
務　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に

　

お
け
る
相
談
支
援
業
務
な
ど

▼
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し
、

　

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▼
募
集　

１
人

▼
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３

　

月
31
日

▼
勤
務
時
間　

週
５
日（
週
36
時
間
15
分
）

▼
勤
務
先　

市
民
福
祉
課
（
市
庁
舎
）

▼
報
酬　

月
額
14
万
５
２
０
０
円

▼
試
験
日　

２
月
下
旬
予
定

▼
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

▼
申
込
期
限　

１
月
31
日
㊍

▼
申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
し
込

　

み
後
、
市
民
福
祉
課
に
履
歴
書
を
提
出

明
倫
学
舎
入
舎
生

県
立
盲
学
校
入
学
案
内

（
公
財
）輔
仁
会
☎
０
４
２
２
・
22
・
２
３
０
５

県
立
盲
学
校
☎
０
７
７
６
・
54
・
５
２
８
０

　
明
倫
学
舎
（
東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺

東
町
）
は
、
福
井
県
出
身
者
を
対
象
と
し

た
男
子
学
生
寮
で
す
。
運
営
す
る
公
益
財

団
法
人
輔
仁
会
で
は
、
平
成
31
年
度
の
入

舎
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

18
人 

▼
費
用　

月
額
３
万
２
０
０
０
円
〜
３
万

　

８
０
０
０
円
（
夕
食
費
含
む
）

※
入
舎
料
・
保
証
金
８
万
円（
初
年
度
の
み
）

▼
願
書
提
出
期
限　

第
１
回
１
月
24
日
㊍
、

　

第
２
回
３
月
15
日
㊎
※
い
ず
れ
も
必
着

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
公
式

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://m

eiringaku

　

sha.com
/

）
を
参
照

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
平
成
31
年
度
入
学

の
幼
児
・
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
学
部

【
幼
稚
部
】
満
３
歳
〜
５
歳
の
幼
児

【
高
等
部
】
普
通
科
・
保
健
理
療
科
＝
中

　

学
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
、
専

　

攻
科
理
療
科
＝
高
等
学
校
卒
業
ま
た
は

　

卒
業
見
込
み
の
人

▼
身
体
条
件

◯
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

　

未
満
の
人

◯
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
な

　

人
の
う
ち
、
拡
大
鏡
な
ど
を
使
用
し
て

　

も
通
常
の
文
字
や
図
形
を
認
識
す
る
こ

　

と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な
人

▼
事
前
説
明　

１
月
４
日
㊎
〜
11
日
㊎

　
い
ず
れ
も
９
時
〜
16
時（
土
日
祝
を
除
く
）

　

※
高
等
部
志
願
者
が
対
象
。
期
間
内
に

　
　

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

▼
出
願
受
付　

１
月
15
日
㊋
〜
18
日
㊎

　
９
時
〜
16
時

▼
選
考
日　

２
月
７
日
㊍

市
営
住
宅
（
臨
時
）
空
き
家
入
居
者

都
市
整
備
課
☎
64
・
６
０
２
４

▼
対
象
住
宅　

市
内
各
市
営
住
宅
の
空
き
家

▼
申
込
期
間　

１
月
７
日
㊊
〜
24
日
㊍

　

※
期
限
厳
守

▼
抽
選
日　

２
月
21
日
㊍
10
時
〜

▼
そ
の
他　

申
込
書
は
都
市
整
備
課
で
配
布

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

平成 33 年 3 月 31 日までに登記申請を行
うと、下記の相続登記について、登録免
許税が免除されます。

■市街化区域外の土地で、市町村の行政
　目的のための相続登記の促進を特に図
　る必要があるものとして、法務大臣が
　指定する土地のうち、不動産の価額が
　10 万円以下の土地に係る相続登記（租
　税特別措置法第 84 条の２の３第２項
　に該当する場合）※市内の土地は、全
　て法務大臣が指定する土地に当たります

■相続により土地を取得した人が、相続登記を
　未実施で死亡した場合において、登記名義を
　その死亡した人にする相続登記 （租税特別措
　置法第 84 条の２の３第１項に該当する場合）

石
綿
関
連
疾
患
に
関
す
る

労
災
補
償
制
度

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署
☎
０
７
７
０
・
22
・
０
７
４
５

　

石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
が
原
因
で
中
皮

腫
、肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
た
労
働
者
に

は
、労
災
保
険
給
付
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
人
が
、
過

去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し
て
い
た

場
合
、
労
災
保
険
給
付
な
ど
の
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
福
井
労
働
局
ま
た
は
近
く
の
労

働
基
準
監
督
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

幼
児
期
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ

ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
促
進
研
修
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
53
・
０
０
６
４

　

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
市
で
は
、
幼
児

期
か
ら
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
・
促
進
を
目
的
に
、

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
23
日
㊏

　
　
　
　

12
時
55
分
〜
16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

今
富
公
民
館
（
和
久
里
）

▼
対
象　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係
者
、
総

　

合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
関
係
者
、

　

幼
稚
園
・
保
育
園
の
関
係
者
な
ど

▼
定
員　

30
人

▼
料
金　

５
０
０
円

▼
申
込
期
限　

１
月
30
日
㊌

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

成
人
式
に
伴
う
道
路
通
行
制
限

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
64
・
６
０
３
３

　

成
人
式
の
開
催
に
伴
い
、
文
化
会
館
に

接
す
る
道
路
を
一
方
通
行
に
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

▼
と
き　

１
月
13
日
㊐

　
　
　
　

12
時
30
分
〜
13
時
30
分

若
者
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

　

１
月
か
ら
３
月
は
県
下
一
斉
の
若
者
悪

質
商
法
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で

す
。
市
で
は
、
お
お
む
ね
20
代
ま
で
の
若

者
を
対
象
と
し
た
電
話
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

▼
番
号　

消
費
生
活
相
談
室
☎️
53
・
１
１

　

４
０

▼
期
間　

３
月
29
日
㊎
ま
で
の
平
日
８
時

　

30
分
〜
17
時
15
分

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・
１
１
４
０



　

凍
結
に
よ
り
水
が
出
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
て
も
、
日
中
気
温
が
上
昇
す
れ
ば
元

ど
お
り
出
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
早
急

に
水
が
必
要
な
場
合
は
、
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で

温
め
た
り
、
水
道
管
に
タ
オ
ル
を
か
け
、

そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り

か
け
た
り
し
て
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

決
し
て
熱
湯
を
か
け
な
い
で
く
だ
さ

い
。
水
道
管
が
破
裂
し
ま
す
の
で
、

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
の
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓

を
閉
め
、
水
道
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
水
道
管

が
破
裂
し
、
止

水
栓
を
閉
め
た

後
、
破
裂
し
た

箇
所
が
特
定
で

き
た
場
合
は
、

破
裂
し
た
部
分

を
タ
オ
ル
で
巻

き
つ
け
る
処
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
と
止
水
栓
が

　

離
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

止
水
栓
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
場

　

合
は
、
上
下
水
道
課
ま
で
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い

回転して
いない

漏水の疑い
なし

定期的に
確認を！

水道業者に
連絡を！

漏水の疑い
あり

回転して
いる

水道
メーターの
パイロット

　
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道

　
管
の
保
温
方
法

　
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

　
保
温
方
法

　
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

　
く
な
っ
た
と
き
は
？

　
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
？

広報おばま　平成 31. 1 ⓮⓯ 広報おばま　平成 31. 1

市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします くらしの情報

が
ん
検
診
受
診
券
使
用
期
限

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

　

本
年
度
の
が
ん
検
診
受
診
券
を
持
っ
て

い
て
、ま
だ
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

期
限
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
使
用
期
限　

１
月
31
日
㊍

※
受
診
を
希
望
す
る
人
で
、
受
診
券
を
持

　

っ
て
い
な
い
人
は
、
健
康
管
理
セ
ン
タ

　

ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
サ
ロ
ン
の
案
内

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

県
看
護
協
会
で
は
、
15
歳
か
ら
39
歳
の

Ａア

ヤ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
を
対
象
と
し
た

サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

1
月
15
日
㊋
13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ
　
県
看
護
協
会
（
福
井
市
）

▼
内
容
　
体
験
者
の
話
や
悩
み
な
ど
の
フ

　

リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

▼
料
金
　
無
料
（
申
込
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
県
看
護
協
会
☎️
０
７
７

　

６
・
54
・
８
６
２
０
（
火
曜
日
の
み
）

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

※
Ａ
Ｙ
Ａ
と
は
、
ア
ド
レ
ッ
セ
ン
ト  

ア

　

ン
ド  

ヤ
ン
グ  

ア
ダ
ル
ト
の
略
で
「
思

　

春
期
と
若
年
成
人
」
と
い
う
意
味

健
康
・
福
祉

認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
64
・
６
０
１
５

　

市
で
は
、
認
知
機
能
ア
ッ
プ
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取

り
入
れ
た
「
脳
と
か
ら
だ
の
体
操
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

1
月
16
日
㊌
〜
３
月
27
日
㊌
ま

　

で
の
毎
週
水
曜
日　

全
11
回　

い
ず
れ
も

　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
南
川
町
）

▼
対
象
　
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
65
歳
以

　

上
の
市
民

▼
定
員
　
先
着
25
人

▼
料
金
　
２
０
０
円
／
回

▼
申
込
期
限
　
１
月
11
日
㊎

　

65
歳
以
上
で
、
要
介
護
度
１
以
上
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
確
定
申
告
で
障

害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ

か
、
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
続
き　

該
当
者
に
は「
障
害
者
控
除
対

　

象
者
認
定
書
」ま
た
は「
お
む
つ
使
用
確

　

認
書
」を
発
行
し
ま
す
。
印
鑑
を
持
っ
て

　

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
窓
口
ま
で

※
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を
受
け
て
、

　

前
年
に
確
定
申
告
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

　

申
請
を
し
な
く
て
も
１
月
上
旬
に
市
か

　

ら
認
定
書
を
郵
送
し
ま
す

※
介
護
認
定
情
報
の
更
新
に
よ
り
、
発
行

　

が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
、

お
む
つ
使
用
確
認
書
を
発
行

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

共生の地域づくりに
コミュニティ助成を活用

■問い合わせ  高齢・障がい者元気支援課☎ 64・6014

■問い合わせ　上下水道課☎ 64・6029

W
ウ ォ ー ム

A R M B
ビ ズ

I Z
冬のエコ生活を始めよう

　「Ｗ
ウ ォ ー ム

ＡＲＭ  Ｂ
ビ ズ

ＩＺ」とは、寒い季節でも暖房に頼り過
ぎないで快適に過ごそうという取り組みです。
　エコ生活を心がけて、地球温暖化の進行を防止しま
しょう。家庭で続けられる冬の省エネを紹介します。

　最低気温が氷点下になると予想される時期は、寒さの影響で水
道管の水が凍って出ないことや、水道管が破損する事故が起きる
ことがあります。
　冬の寒さに備えて十分な対策をしましょう。

　

敷
地
内
に
設

置
さ
れ
て
い
る

水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
の

保
温
に
は
、
新

聞
紙
や
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
を
敷

き
詰
め
ま
し
ょ

う
。

　

凍
結
の
防
止
に
は
、
外
気
に
さ
ら
さ

ず
に
保
温
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
。

　

屋
外
に
露
出
し
て
い
る
水
道
管
の
保

温
に
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
売
っ

て
い
る
保
温

チ
ュ
ー
ブ
や

タ
オ
ル
を
巻

く
な
ど
す
る

と
効
果
的
で

す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は
？

■止水栓

※水道を使用していない状態で確認してください
水道メーターの

パイロット

漏水の確認方法

凍
結
や
破
損
の
応
急
処
置
は
？

　市では、コミュニティ助成事業（共生の地
域づくり助成）で、老人憩の家「やすらぎ荘」

（遠敷四丁目）の玄関前バリアフリー化と車
いすが乗車可能な軽乗用車を購入しました。

重ね着などをして室温 20℃を心がける。

不要な照明をできるだけ消す。

炎が鍋からはみ出さないように調節する。

設定を弱にする。扉の開閉時間を減らす。

シャワーは不必要に流したままにしない。

便座保温、温水の設定温度を下げる。
不使用時はふたを閉める。

リモコンではなく、本体の主電源を切る。
使わない機器はプラグを抜いておく。

【エアコン】

【 照 明 】

【ガスコンロ】

【 冷 蔵 庫 】

【 給 湯 】

【温水洗浄便座】

【待機電力】

■問い合わせ　　環境衛生課☎ 64・6016

保温材

保温材

新聞紙） （止水栓）

メーター
ボックス内

（発泡スチロールや

上からビニールをかぶせる

ビニール
テープ 元栓

寒波などによる

水道管の凍結にご注意ください
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一
致
団
結
で
地
域
を
活
性
化

芸術部　部長

新
チ
ー
ム
で
も
目
指
せ
全
国

本
当
の
自
分
を
出
し
合
え
る
部
活
に

（小浜第二中学校 2 年生）

　
「
幼
い
こ
ろ
か
ら
絵
を
描
い
て
遊
ぶ
こ
と

が
こ
と
が
好
き
で
し
た
」
と
話
す
部
長
の

横
井
く
ん
。
一
度
は
運
動
部
へ
入
部
し
ま
し

た
が
、１
年
生
の
秋
に
転
部
を
決
意
。
以
来
、

芸
術
部
で
絵
画
を
中
心
と
し
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

部
で
は
、
男
女
合
わ
せ
て
19
人
が
所
属
。

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
各
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
出
展
や
、
学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す

る
小
道
具
の
制
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
形
あ
る
も
の
は
刻
々
と
変
化
を
み
せ
ま

す
。
絵
画
の
魅
力
は
そ
の
一
瞬
を
切
り
取
っ

て
残
せ
る
と
こ
ろ
。
ま
た
、
ア
レ
ン
ジ
を
加

え
る
こ
と
で
、
自
分
の
好
き
な
世
界
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
」
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

作
品
の
制
作
に
夢
中
に
な
り
時
間
を
忘

れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
横
井
く
ん
。
顧

問
の
宇う

の野
先
生
も
、「
作
品
づ
く
り
や
部
活

動
に
対
し
て
、
人
一
倍
の
熱
い
思
い
を
持
っ

て
い
る
」
と
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、「
部
員
た
ち
が
、
趣
味

や
興
味
な
ど
本
当
の
自
分
を
出
せ
る
場
所

に
し
て
、
今
以
上
に
楽
し
い
部
活
動
に
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
、「
見
た
人
が
笑
顔
に

な
り
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
絵
を
書
き
続
け
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

横
よ こ い

井 歩
あ ゆ む

夢 く
ん

　

若
狭
高
校
か
る
た
部
は
、
前
身
の
同
好

会
の
こ
ろ
か
ら
、
全
国
大
会
に
出
場
す
る

県
選
抜
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
の
実
績
が

評
価
さ
れ
、
こ
の
春
、
晴
れ
て
部
に
昇
格
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
、
同
好
会
時
代
も
含

め
て
初
め
て
団
体
戦
で
県
大
会
優
勝
を
飾

り
、
７
月
に
は
近
江
神
宮
（
滋
賀
県
）
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

部
に
は
現
在
、
１
・
２
年
生
17
人
が
在
籍
。

部
長
を
務
め
る
宮
﨑
さ
ん
は
、
部
の
雰
囲
気

を
「
上
下
関
係
な
く
意
見
を
言
え
て
、
試
合

の
振
り
返
り
や
何
気
な
い
会
話
で
盛
り
上

が
れ
る
。
仲
の
良
い
部
で
す
」と
話
し
ま
す
。

　
「
札
の
取
り
方
な
ど
の
技
術
が
上
達
す
る

こ
と
や
、
部
員
の
み
ん
な
と
た
わ
い
な
い

お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
時
間
が
楽
し
い

で
す
」
と
語
る
宮
﨑
さ
ん
。

　

尊
敬
す
る
人
に
「
秋
に
引
退
し
た
、
３

年
生
の
先
輩
た
ち
」
を
挙
げ
、「
み
ん
な
強

く
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
的
確
。
何
よ
り
、
部

の
良
い
雰
囲
気
を
築
い
て
く
れ
た
」
と
話

す
よ
う
に
、
仲
間
た
ち
と
過
ご
す
時
間
を

と
て
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
チ
ー
ム
で
も
勝
ち
上
が
っ
て
、
来
年

も
全
国
大
会
に
出
場
し
た
い
」
と
、
今
日

も
仲
間
た
ち
と
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

日
々
の
仕
事 

多
く
の
や
り
が
い
実
感

（23 歳・野代）

　
「
専
門
学
校
の
実
習
で
訪
れ
た
と
き
に
、

職
場
の
雰
囲
気
に
魅
力
を
感
じ
、
ア
ク
ー

ル
若
狭
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
、
同
施
設
で
介
護
福
祉
士
と
し
て

働
く
津
田
さ
ん
で
す
。
入
所
者
が
自
立
し

た
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に

合
わ
せ
た
日
々
の
介
助
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
祖
母
と
同
居
し
、
高
齢
者

と
の
関
わ
り
が
好
き
だ
と
い
う
津
田
さ
ん
。

「
体
へ
の
負
担
も
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
さ

ん
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
そ
れ
を
上
回
る

楽
し
さ
が
あ
り
、
毎
日
の
仕
事
で
多
く
の
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。

　
「
仕
事
を
始
め
て
３
年
目
。
先
輩
職
員
か

ら
教
わ
る
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
」

と
向
上
心
を
み
せ
る
一
方
で
、
就
職
当
時

に
比
べ
る
と
、
最
近
で
は
心
に
余
裕
を
持

て
る
こ
と
も
増
え
て
お
り
、「
少
し
は
成
長

で
き
て
い
る
か
な
」
と
は
に
か
み
ま
す
。

　

入
所
者
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
さ
せ

た
い
と
介
助
に
励
む
津
田
さ
ん
に
、
今
後

の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
思
い
や
り
の
心
を

忘
れ
ず
に
、
施
設
の
利
用
者
や
そ
の
家
族
、

職
員
の
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
、

親
し
み
の
あ
る
介
護
士
に
な
り
た
い
で
す
」

と
真
っ
す
ぐ
な
瞳
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

津
つ だ

田 千
ち は る

春 さ
ん

勤務先  公立小浜病院組合 介護老人保健施設 アクール若狭

かるた部　部長

（若狭高校２年生）
宮

み や ざ き

﨑 英
え り か

理香 さ
ん

　

阿
納
体
験
民
宿
組
合
は
、
平
成
18
年
に

地
域
の
漁
家
民
宿
が
連
携
し
て
設
立
。
地

元
で
養
殖
し
た
マ
ダ
イ
を
「
釣
っ
て
、
さ

ば
い
て
、食
べ
る
」体
験
施
設『
ブ
ル
ー
パ
ー

ク
阿
納
』
で
、
県
内
外
か
ら
教
育
旅
行
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
本
来
は
競
争
相
手
で
あ
る
同
業
者
が
、

一
致
団
結
し
て
独
自
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

提
供
し
て
い
る
。
結
束
力
の
強
さ
が
最
大
の

強
み
で
す
」
と
語
る
下
亟
さ
ん
。
設
立
時
か

ら
昨
春
ま
で
、
同
組
合
長
と
し
て
先
頭
に
立

ち
、
県
外
の
学
校
を
訪
問
し
て
誘
致
活
動
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

活
動
の
甲
斐
あ
っ
て
民
宿
の
宿
泊
者
は

年
々
増
加
。
所
得
向
上
と
後
継
者
確
保
に
つ

な
が
り
、地
域
全
体
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
、
都
市
と
地
方
の
往
来
推
進
を

表
彰
す
る
「
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」

の
受
賞
や
、集
落
活
性
化
の
優
良
事
例「
デ
ィ

ス
カ
バ
ー
農む

ら

山
漁
村
の
宝
」
に
選
定
さ
れ
る

な
ど
、
全
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

下
亟
さ
ん
は
「
取
り
組
み
の
効
果
は
む
し

ろ
こ
れ
か
ら
。
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
て
、
そ
の
子
を
連
れ
て
ま
た
来
て
く

れ
る
よ
う
な
体
験
を
提
供
し
た
い
」
と
、
今

後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

阿納体験民宿組合　相談役

（71 歳・阿納）

下
し も じ ょ う

亟 忠
た だ ひ こ

彦 さ
ん



神
経
発
達
症
（
発
達
障
害
）
っ
て
？

　

神
経
発
達
症
（
発
達
障
害
）
と
は
、
自
閉

症（
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
）、Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ（
注

意
欠
如
多
動
症
）、
限
局
性
学
習
症
（
学
習

障
害
）、
精
神
遅
滞
な
ど
の
総
称
で
す
。
生

ま
れ
つ
き
持
っ
て
い
る
発
達
特
性
で
、
保
育

園
や
学
校
な
ど
の
集
団
生
活
や
、
家
庭
内
で

困
っ
て
し
ま
う
場
合
に
、
こ
れ
ら
の
診
断
が

つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
外
来
で
保
護
者
な
ど
か
ら
よ
く
聞
く

意
見
を
紹
介
し
て
、
コ
メ
ン
ト
を
し
ま
す
。

①
「
発
達
障
害
は
病
気
で
す
か
？
」

　

私
は
病
気
と
い
う
捉
え
方
で
は
な
く
、
特

性
や
体
質
的
な
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
人
が
暮
ら
す
文
化
や
時
代
、
場
所
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
よ
っ
て
『
障
害
』
に
も

な
り
ま
す
し
、
逆
に
そ
の
特
性
が
集
団
の
中

で
は
『
リ
ー
ダ
ー
や
英
雄
』
に
も
な
れ
る
の

で
す
。
過
去
の
偉
人
さ
ん
た
ち
（
現
在
も
・・
）

を
み
れ
ば
、
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
ね
。

②「
う
ち
の
子
は
病
気
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

病
院
に
は
行
か
な
く
て
も
よ
い
！
」

　

病
気
で
は
な
く
特
性
で
す
。
子
ど
も
の『
困

り
感
』を
共
有
す
る
た
め
に
、学
校
の
先
生
や
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生
活
の
と
び
ら

健
康

神
経
発
達
症（
発
達
障
害
）

に
つ
い
て

杉
田
玄
白
記
念  

公
立
小
浜
病
院

■
問
い
合
わ
せ  

☎️
52
・
０
９
９
０

小

児

科

原は
ら  

慶よ
し
か
ず和  

医
長

保
育
士
か
ら
た
く
さ
ん
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

参
観
な
ど
で
見
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

本
人
の
表
情
や
つ
ぶ
や
き
か
ら
感
じ
る
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
周
り
の
子
た
ち
と
の
違
い

を
比
べ
ら
れ
た
り
、
集
団
の
中
で
の
我
が
子

の
居
場
所
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま
す
。

③
「
自
分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
も
そ
う

だ
っ
た
の
で
気
に
し
て
い
ま
せ
ん
」

　

親
子
な
の
で
、
性
格
も
発
達
特
性
も
似
る

こ
と
は
多
い
で
す
。
成
人
に
な
っ
て
か
ら
発

達
症
と
診
断
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自

分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
現

在
特
に
問
題
な
く
過
ご
せ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
生
活
の
中
で
は
診
断
が
つ
く
ほ
ど
『
障

害
』
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
環
境
が

自
分
に
合
っ
て
い
れ
ば
、
困
難
な
こ
と
を
乗

り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
成
長
し
ま
す
。

　

子
ど
も
に
何
ら
か
の
や
り
に
く
さ
が
生
じ

て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
病
院
の
発
達
外
来
や

発
達
相
談
を
受
け
ら
れ
る
地
域
の
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国富小学校

松永小学校

平成 31 年４月に「小浜美郷小学校」に統合される４校を紹介

※次月号では、「遠敷小学校」・「宮川小学校」を紹介します

● 地区の紹介

　市の北東部に位置する国富地区には 10 の集落があり、

中央には北川が流れ、周りの山々など豊かな自然に囲ま

れた田園地帯です。羽賀寺や太良庄荘園跡地など多数の

旧跡がみられます。

　地区は、昭和 39 年に野生の

コウノトリのヒナが国内で最後

に確認された場所で、コウノト

リの里づくりを進めています。

● 地区の紹介

　松永地区は、市の東部、北川とその支流である松永川

流域に位置し、名勝三番の滝や国宝の明通寺をはじめ豊

かな自然と文化遺産に恵まれた歴史深い地域です。

　地区には 8 つの集落があり、

「すり鉢やいと」や「田の神祭

り」などの伝統行事が伝えられ

ており、平成 29 年には豊作を

願う「虫送り」が復活しました。

● 学校の取り組み

　国富小学校では、『〜いきいき !! キラキラ !! 〜なかま

とともに顔
が ん ば

晴る国富っ子』を教育目標に掲げ、児童にとっ

て、がんばる気持ちが湧いてくる学校を目指しています。

　最終年度を迎え、「伝え合い、学び合う児童の育成」を

研究主題として取り組むと同時に、体力づくり、あいさ

つ運動、読書活動にも力を入れ、児童が「自信と希望」

を持って、中学校や小浜美郷小学校へと進んでいけるよ

うに精一杯の教育活動を行なっています。

● 学校の取り組み

　松永小学校では、学校目標『よく学び、たくましく未来

を拓
ひら

く松永っ子の育成』のもと、仲間とともにねばり強く

がんばれる子の育成を目指しています。また、自然と環境

を生かした体験活動を実施して、地域を知り、地域を愛し、

地域に誇りを持てるような教育活動を進めています。

　中学校や小浜美郷小学校に行っても、ふるさとに誇りを

持ち松永っ子らしさを出して活躍できるよう、児童に確実

な力をつけて送り出すための教育に取り組んでいます。

● 学校のあゆみ

明治  6  年

昭和  9  年

昭和 26 年

昭和 28 年

昭和 49 年

昭和 55 年

平成  6  年

平成 20 年

羽賀寺の一部を借りて隆成小学校を創立

学校を統一し国富尋常高等小学校を創立

小浜市立国富小学校と改称

台風 13 号により大きな被害を受ける

鉄筋コンクリートの 3 階建校舎が完成

校門前庭園の完成に併せて校庭を整備

創立 60 周年記念式典を挙行

校舎の大規模修繕が完了

栄松寺を借りて啓心尋常小学校として創立

太興寺区より現在地へ移築

松永小学校と改称

伊勢湾台風のため北館内部改壁

新校舎が完成

門前分校が閉鎖

校舎の大規模改修が完了

グラウンドの整備・拡張が完成

● 学校のあゆみ

明治  6  年

昭和  3  年

昭和 22 年

昭和 35 年

昭和 40 年

昭和 44 年

平成  7  年

平成 18 年

学 〜閉校に向けて〜我らが　   び舎

【アクセス】

小浜市中井 18-14

ＪＲ小浜駅から車で 20 分

小浜ＩＣから車で 20 分

【文と写真】

地域おこし協力隊 ハシモト

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
酒蔵のある風景（小浜酒造）

第 38 回

　小浜のお酒といえば、銘酒「わかさ」ですね！
　古くからの伝統や文化が残り、五穀豊穣を祈る祭
りがたくさんある小浜。地域で作られた米や水で、
地域の神様に感謝できることはとても美しい文化だ
なぁと、楽しそうに酌をしている姿を見て思います。
　ところが、小浜では一時、酒造りが途絶えてしま
いそうになりました。市内で唯一酒造りを受け継ぐ
上中井区の小浜酒造では、２年目の仕込みが始まり、
蔵の前を朝早くに通ると、白い水蒸気がもくもく。

「あぁ、お酒造りがはじまったんだなぁ」と思うと、
今年のお酒の味が待ち遠しい！希望者は、なんと無
料で酒かすを分けてもらえます。皆さんもぜひ訪れ
てみてはいかがでしょうか。

口名田郵便局

★
小浜酒造

県道 222 号



㉑ 広報おばま　平成 31. 1

※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

親子運動遊び※
とき：18 日㊎
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

■各種相談・休館日など

広報おばま　平成 31. 1⓴

エイズ・肝炎相談、検査
とき：7 日㊊・21 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
匿名で、エイズ・肝炎に関
する検査や相談（月〜金）
を受けることができます

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

出張年金相談※ 10 日㊍、24 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館４階 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

法律相談（消費生活トラブル）※ 10 日㊍、24 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

行政相談 15 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

結婚相談 17 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分 文化会館４階 子ども未来課☎ 64・6013

高齢者専門相談（法律）※ 17 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

赤い羽根法律相談会※ 27 日㊐ 13 時〜16 時 サン・サンホーム小浜 ワカサリーガルパートナーズ
☎ 56・5533（平日 9 時〜 17 時）

人権相談
とき：18 日㊎　
　　　13 時〜15 時
ところ：働く婦人の家
　　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

■体や心・生活の相談
こころの相談※

とき：毎週㊌ 10 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：8 日㊋、15 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、アルコール
問題、認知症に関する相
談に精神科医が応じます

誕生会※
とき：30 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

子育てワイワイ広場
とき：7 日㊊・28 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：7 日㊊・28 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です

■法律や行政・その他の相談

心配ごと相談
とき：9 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

子育て相談会※
とき：23 日㊌　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
保健師、保育士を交えて
の保育園、幼稚園入園前
の相談会です

■子育て情報 ■今月の休館日 ■今月の窓口■今月の休日当番医

市立図書館
1 日㊋㊗〜 4 日㊎・8 日㊋・
14 日㊊㊗・15 日㊋・20 日㊐・
22 日㊋・23 日㊌・29 日㊋

市民サービスコーナー
1 日㊋㊗〜 3 日㊍・14 日㊊㊗・20 日㊐

温水プール
1 日㊋㊗〜 4 日㊎・7 日㊊・
15 日㊋・21 日㊊・28 日㊊
※急な工事などにより休館になる場合があります

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

人の動き（12 月 1 日現在） 
・人口 29,398 人
　（前月比 +4 人）
　（前年同月比 -376 人）
　男性 14,422 人
　女性 14,976 人
　世帯数 11,987 世帯
・異動   転入　66 人   転出　53 人
　　　  出生　25 人   死亡　34 人

小浜市小浜広峰 55
☎ (0770)52-0748 ・FAX(0770)52-0853

第２・第４土曜と毎週日曜、祝祭日は
休業しています。
お電話でのご相談も承ります。

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

編 

集 

後 

記

● P9 に掲載した国富小学校の
環境大臣賞受賞報告会を取材し
ました▶同校では平成 25 年か
ら地域の人たちとともにコウノ
トリがすめる環境づくりの取り
組みを展開▶報告会で発表内容
を紹介する児童らからは郷土へ
の誇りや地元愛が感じられ、溢
れんばかりのふるさとへの思い
に触れることができました（竹）

●いよいよ年の瀬、何かと慌た
だしい時期になりました▶師
走の忙しさに引かれてか、日
増しに厳しくなる寒さは野外
取材の大敵です▶同時に恐ろ
しいのが雪で、写真映えする
点では歓迎なのですが、大雪
となれば話は別▶除雪器具な
ど万全の備えで初めての冬の
取材を乗り切りたいです（池）

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

1 日㊋㊗
　

：★本馬医院（水取一丁目）
　　☎ 52・2233

2 日㊌　
　

：いちせクリニック（南川町）
　　☎ 53・2415

3 日㊍　
　

：★小津外科医院（日吉）
　　☎ 52・0072

6 日㊐　
　　

：★田中整形外科医院（千種一丁目）
　　☎ 52・6868

13日㊐　
　

：★しんたにクリニック（駅前町）
　　☎ 64・5321

14日㊊㊗
　　

：★山手医院（山手一丁目）
　　☎ 53・5511

20日㊐　
　

：中山クリニック（多田）
　　☎ 56・5588

27日㊐　
　　

：★吉井医院（塩竈）
　　☎ 52・0028

若狭図書学習センター
1 日㊋㊗〜 3 日㊍・7 日㊊・
15 日㊋・21 日㊊・28 日㊊
※ 24 日㊍は 2F のみ休館

スクスク元気っ子教室
とき：15 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

カフェ・ぽ〜れ
とき：10 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん
　　　☎ 090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

【お詫び】先月号の「年末年始の業務ガイド」（P16）で、1 月 5 日㊏の市役所を「○平常営業」としましたが、市民
　　　　 サービスコーナーのみの営業であり、全体業務は休みです。誤解を招く表現であったことをお詫びします。

1 階窓口延長
毎週金曜日（祝日・年末年始を除
く）、市役所 1 階の窓口（市民福
祉課、高齢・障がい者元気支援課、
子ども未来課、税務課、環境衛生
課、会計課）では、執務時間を
18 時 30 分まで延長しています。

小浜地区タクシー業会では、1 月１日
より、電話受付時間を、従来の終日受
付から、下記の通りに変更します。何卒、
ご容赦いただきますようお願いします。
【受付時間】午前 6時 30分〜翌日午前 2時

タクシー電話受付時間変更のお知らせ

小浜地区タクシー業会
　三福タクシー株式会社 ☎ 52・1414
　大 和 交 通 株 式 会 社 ☎ 56・3333



公式Facebookで
地域の情報を発信中

市内のイベント情報は
観光協会公式サイトから
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写真連載Life
輝く子どもたち

ペットボトルツリーイルミネーション点灯（今富公民館・11月 23日）

夜空の星が見えない日にも、僕らを照らす光がある。

夢や憧れ、優しい言葉や明るい笑顔。

それは幸せを運んでくれるともし火だ。

ひとつひとつは小さくても、みんなでたくさん持ち寄れば、

満天の星空にだって負けやしない。

さあ、希望の光に包まれて、明るい未来へ駆け出そう。




